
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

3-2017
歯みがき指導
南輪内保育園

正
し
い
歯
の
み
が
き
方
知
っ
て
る



　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づいて法務大臣から委嘱されます。
　市でも、熊野人権擁護委員協議会尾鷲地区部会として７人の人権擁護委員が、地域の皆さんから人権相談を
受けて問題解決のお手伝いをしたり、法務局職員と協力して人権侵害による被害者の救済をする等、人権思想
の普及高揚を図るため様々な活動を実施しています。
　部会には、男女共同参画推進・高齢者障がい者人権・子ども人権の三つの専門部会があり、毎年、計画を立て
て活動しています。平成28年度は、９月に「海岸通り」、10月に「向井小学校」、11月に「聖光園」及び「ゆめ向
井工房」、12月に「南輪内保育園」を訪問して講話や歌、紙芝居、寸劇等による人権啓発活動を行いました。
　また、人権週間期間中の12月５日㈪には市内のスーパーマーケット店頭にて啓発物の配布や広報車による
巡回を行い、特設人権相談所を設けて集中的に啓発活動を展開しました。
◆市の人権擁護委員の皆さん

川上輝佐子さん・川上悦子さん・濵口精幸さん・直江篤さん・吉川孝男さん・徳永治さん・小川早知子さん
●常設人権相談所　津地方法務局熊野支局　☎０５９７・８５・２３１０

❷

平成 28 年度人権ポスター入選作品

人 権 擁 護 委 員 の 活 動

尾鷲中学校 1 年
濵
は ま の

野寧
ね ね

音さん

尾鷲中学校１年
山
やましろ

城安
あ ん な

那さん

尾鷲中学校１年
南

みなみ
 陽

ひ な
菜さん

尾鷲小学校４年
濵
は ま だ

田拓
た く し

志さん
宮之上小学校６年
濱
は ま の

野李
り ゆ

佑さん

東紀州くろしお学園
おわせ分校高等部２年
車
くるまじ

地勇
ゆ う き

輝さん

尾鷲中学校 1 年
上
うえむら

村優
ゆ う か

花さん

尾鷲小学校１年
粟
あ い は ら

飯原力
り き や

也さん



❸

みんなで築こう人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～

　人権とは、人が人らしく幸福に生きていくために最低限必要な権利であり、誰もが生
まれながらにして持っていて、誰からも侵されることのない大切なものです。
　21 世紀は「 人権の世紀 」と言われています。人権問題と一言でいってもさまざまな問
題があり、解決すべき重要課題として、女性・子ども・高齢者・障がい者・部落・アイヌ・外
国人・ＨＩＶ感染者・刑を終えて出所した人などへの差別が挙げられます。
　これらの人権問題を解決するため、一人ひとりが、家庭・学校・職場・地域社会など、身
近なところからお互いの人権を尊重し合い、あらゆる差別のない明るい社会の実現を目
指しましょう。

相談・お問い合わせ　市民サービス課　☎�８２５０

平成 28 年度　人権標語入選作品
てをつなごう

うれしいきもち
ひろがるよ

尾鷲小学校１年　鈴
す ず き

木華
か お り

織さん

だいじょうぶ
かなしい気持ちに

ばんそうこう
尾鷲小学校２年　山

やまもと
本悠

ゆ い
生さん

見ないふり
いじめと同じ

いやなこと
尾鷲小学校５年　松

まつした
下誠

まさかず
和さん

尾鷲小学校３年　伊
い と う

藤優
ゆ う

羽さん

尾鷲小学校４年　世
せ こ

古愛
あ い み

実さん

ちがいよし
一人ひとりに

こせいある
尾鷲小学校３年　太

お お た
田翔

しょうた
大さん

ちょっと待て
本当にいいの

その言葉
尾鷲小学校５年　上

うえむら
村和

わ か
花さん

やめようよ
いじめ悪口

その態度
尾鷲小学校５年　南

みなみ
 晴

せ あ
彩さん

考えて
傷付けてるのは

自分かも
尾鷲小学校６年　小

お ば た
畑杏

あ ず は
葉さん

人を傷つけないように
一旦一休みして考えよう

東紀州くろしお学園おわせ分校
高等部１年　水

みずぐち
口翔

しょうき
貴さん

こまったら
だれかに話そう

その気持ち

友達の
いいとこたくさん

認め合おう



❹

平
成
29
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、全
国
一
律
の
基
準
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、65
歳
以
上
の
要
支
援
の
人
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、平
成
29
年

４
月
か
ら
市
の
事
業（
総
合
事
業
）に
移
行
し
ま
す
。

３月末まで ４月から

介護給付
（要介護１～５）

介護給付
（要介護１～５）

予防給付
（要支援１・２）

予防給付
（要支援１・２）

福祉用具貸与、
通 所 リ ハ ビ リ
テーション、訪
問介護など

ホームヘルプ・
デイサービス

総合事業
訪問型サービス

（ホームヘルプ）

通所型サービス
（デイサービス）

変
更
な
し

変
更

総合事業サービスの種類
サービスの種類 内容 自己負担額の目安

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

これまでの介護保
険の訪問介護と同
じサービス

これまでの介護保険の訪問介護と同
じサービスで、ヘルパーが身体介護

（食事や入浴の介助）及び生活援助（調
理、洗濯、掃除等）を行います。

月額 1,168 円～3,704 円
※利用回数等により金額は異なります。
※初回時やその他各種加算があり

ます。

市独自の基準
によるサービス

市が利用料などを設定して行うサービ
スで、ヘルパー等が生活援助（調理、洗
濯、掃除等）を行います。

1 回当たり 210 円～234 円
※利用回数により金額は異なります。
※初回時には加算があります。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

これまでの介護保
険の通所介護と同
じサービス

これまでの介護保険の通所介護と同
じサービスを行います。

月額 1,647 円～3,377 円
※利用回数等により金額は異なります。
※初回時やその他各種加算があります。

市独自の基準
によるサービス

市が利用料などを設定して行う通所
型サービスで、デイサービスなどで体
操やレクリェーション、食事等の支援
を行います（施設ごとに提供するサー
ビスや時間が異なります。）

1 回当たり 327 円
※利用できる回数に上限があります。

新
設

新
設

詳しくは、お問い合わせください。
お問い合わせ　福祉保健課　　　　　　　　　☎�８２０１
　　　　　　　尾鷲市地域包括支援センター　☎�３００３
　　　　　　　紀北広域連合　　　　　　　　☎�０８８８



❺

　
昨
年
行
わ
れ
た
参
議
院
通
常
選
挙
で
、市
内
の
18
歳

と
19
歳
の
投
票
率
は
、県
内
29
市
町
で
最
下
位
で
し
た
。

期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
住
民
票
を
移
さ
ず
に
進
学
な
ど
で
市
外
に
転
居
し
た
人
の
多
数

が
投
票
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し
を
行
っ
た
場
合
、や
む
を
得
な
い

理
由
で
住
民
票
を
移
し
て
お
ら
ず
、尾
鷲
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
は
、期
日
前
投
票
制
度
や
不
在
者
投
票
制
度
を
利
用

し
て
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
本
紙
次
号
以
降
で
、期
日
前
投
票
制
度
と
不
在
者
投
票
制
度
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
�
８
１
１
５

第24回参議院議員通常
選挙投票結果（選挙区）

全年齢
投票率

18歳・19歳
投票率

全 国 平 均 54.70％ 46.78％

三重県平均 59.75％
（全国 ６位）

50.12％
（全国 ７位）

紀 北 町 63.20％
（県内12位）

31.46％
（県内28位）

尾 鷲 市 58.90％
（県内24位）

30.42％
（県内29位）

熊 野 市 64.73％
（県内 ７位）

35.86％
（県内24位）

御 浜 町 63.41％
（県内10位）

32.35％
（県内26位）

紀 宝 町 63.81％
（県内 ９位）

32.27％
（県内27位）

ア
ニ
サ
キ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
近
年
、ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
が
全
国
的
に
増

え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ア
ニ
サ
キ
ス
と
は

　
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
な
ど
の
海
洋
哺
乳
類
で

成
虫
に
な
る
寄
生
虫
で
す
。幼
虫
が
サ
バ・カ

ツ
オ・イ
カ・サ
ン
マ
等
の
魚
介
類
に
寄
生
し

て
い
ま
す
。

◆
寄
生
し
て
い
る
場
所

　
ア
ニ
サ
キ
ス
の
幼
虫
は
、魚
介
類
の
内
臓

に
寄
生
し
、魚
介
類
が
死
ぬ
と
内
臓
か
ら
筋

肉
に
移
動
し
ま
す
。

◆
大
き
さ・外
観

　
長
さ
２
～
３
㎝
、幅
０・
５
～
１
㎜
で
、白

色
の
糸
の
よ
う
な
外
観
で
す
。

◆
ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
と
は

　
ア
ニ
サ
キ
ス
が
寄
生
し
た
魚
を
生
、ま
た

は
生
に
近
い
状
態
で
食
べ
る
と
、ア
ニ
サ
キ

ス
が
人
の
胃
や
腸
壁
に
侵
入
し
胃
腸
炎
を

起
こ
し
ま
す
。

◆
症
状

　

食
後
数
時
間
か
ら
十
数
時
間
で
激
し
い

腹
痛
を
生
じ
ま
す
。吐
き
気
、嘔
吐
を
伴
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
予
防
方
法

①
目
視
で
確
認

　
生
食
用
に
魚
介
類
を
調
理
す
る
場
合

は
、目
で
よ
く
見
て
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫

を
除
去
し
ま
す
。特
に
、内
臓
に
近
い
筋

肉
部
分
を
調
理
す
る
場
合
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

②
鮮
度
を
徹
底

　
新
鮮
な
魚
介
類
を
購
入
し
、ア
ニ
サ
キ

ス
幼
虫
が
筋
肉
に
移
動
す
る
前
に
、速
や

か
に
内
臓
を
取
り
除
き
ま
す
。ま
た
、処

理
し
た
魚
介
類
は
低
温
で
保
存
し
ま
す
。

③
加
熱
ま
た
は
冷
凍

　
加
熱
ま
た
は
冷
凍
す
る
こ
と
で
ア
ニ

サ
キ
ス
幼
虫
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
酢
で
調
理
し
て
も
死
滅
し
ま
せ
ん

　
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
、通
常
の
料
理
で
使

用
す
る
程
度
の
酢
で
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。し

め
鯖
で
も
食
中
毒
は
発
生
し
て
い
ま
す
。同

様
に
、料
理
で
使
用
す
る
程
度
の
塩
、ワ
サ

ビ
や
醤
油
な
ど
で
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
保
健
所　
☎
�
３
４
６
１

内視鏡で摘出中の虫体
（提供 尾鷲総合病院）

アニサキス幼虫
（国立感染症研究所ＨＰより）



❻

平
成
27
年
度 

国
保
事
業
決
算

　
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
と
、長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻
く
状
況
は
全
国
的

に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、平
成
27
年
度
尾
鷲
市
国
民
健
康
保
険
事
業
決
算
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
引
い
た
形
式
収
支
は
、

１
億
63
万
円
の
黒
字
と
な
り
、前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や
基
金
繰
入
金
な
ど
を
加
味
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
２
、２
６
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
も
、尾
鷲
市
国
民
健
康
保
険
健
全
化
方
針
な
ど
に
基
づ
い
て
支
出
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。今
後
も
、皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、一
般
分
の
医

療
費
や
後
期
高
齢
者
医
療
拠
出

金・
介
護
納
付
金
な
ど
に
対
し
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、前

年
度
に
比
べ
７
３
３
万
円
減
の

５
億
２
、３
９
７
万
円
で
す
。

　

国
保
加
入
者
が
納
め
た
保
険
税

は
、前
年
度
に
比
べ
２
、９
６
８
万
円

減
の
４
億
４
、４
３
２
万
円
で
す
。

　
安
心
し
て
病
院
で
受
診
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、保
険
税

の
納
付
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
保
財
政
を
健
全
に

運
営
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、税
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
の
滞
納
対
策
に
加
え
、支
出
の

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
療
養
給
付
費
等
交
付
金
は
、退

職
被
保
険
者
に
か
か
っ
た
医
療
費

に
対
し
て
、社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
か
ら
交
付
さ
れ
、前
年

度
に
比
べ
３
、６
８
９
万
円
減
の

１
億
１
、３
１
２
万
円
で
す
。

　

前
期
高
齢
者
交
付
金
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
創
設
さ

れ
た
交
付
金
で
、前
年
度
に
比

べ
１
億
７
、５
２
９
万
円
増
の

９
億
９
、８
８
８
万
円
で
す
。

　
県
支
出
金
は
、国
庫
支
出
金
と

同
じ
よ
う
に
、一
般
分
の
医
療
費

な
ど
に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
も
の
で
、前
年
度
に
比
べ

72
万
円
増
の
１
億
２
、６
３
４
万

円
で
す
。　

　
支
出
で
は
、皆
さ
ん
が
病
院
で

受
診
し
た
際
の
医
療
費
、コ
ル

セ
ッ
ト
の
費
用
な
ど
、保
険
給
付

に
占
め
る
額
が
も
っ
と
も
多
く
、

19
億
１
３
７
万
円
で
す
。

　
前
年
度
に
比
べ
６
、２
２
３
万

円
の
増
と
な
り
、支
出
に
占
め

る
割
合
は
、平
成
26
年
度
の
61・

０
％
か
ら
１・
４
％
増
加
し
て
い

ま
す
。被
保
険
者
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
、県
下
29
市
町
の
中
で

は
３
番
目
、14
市
の
中
で
は
ト
ッ

プ
で
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

国
の
負
担
は
収
入
全
体
の16・７

％

保
険
税
は
収
入
全
体
の
14・１
％

療
養
給
付
費
等
交
付
金
は
収
入

全
体
の
３・６
％

前
期
高
齢
者
交
付
金
は
収
入
全
体

の
31・８
％

県
の
負
担
は
収
入
全
体
の４・０

％

歳出総額 30 億 4,382 万円の内訳

保険給付費
19 億 137 万円
62.5%

総務費
5,586 万円　1.9%

後期高齢者納付金等２億 9,307 万円　9.6%

介護納付金
1 億 557 万円
3.5%

共同事業拠出金
５億 8,804 万円
19.3%

保健事業費 1,911 万円 0.6%

基金積立金3,457 万円　1.1%そのほか 4,623 万円　1.5%

お
問
い
合
わ
せ　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　
☎
�
８
１
９
３

支
出
の
62
・
０
％
が
医
療
費

歳出総額　30億 4,382 万円



❼

歳入総額　31億 4,445 万円

歳入総額 31 億 4,445 万円の内訳

前期高齢者交付金
９億 9,888 万円
31.8%

国民健康保険税
4 億 4,432 万円
14.1%

国庫支出金
5 億 2,397 万円
16.7%

療養給付費等交付金
1 億 1,312 万円
3.6%

県支出金 1 億 2,634 万円　4.0%

共同事業交付金６億 302 万円　19.2%

繰入金
２億 8,114 万円
8.9%

繰越金
4,093 万円
1.3%

そのほか 1,273 万円 0.4%

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、特
定

健
康
診
査
や
脳
ド
ッ
ク
、福
祉
保

健
課
で
実
施
し
て
い
る
健
康
教
室

な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
１
、

９
１
１
万
円
を
支
出
し
て
い
ま

す
。特
定
健
康
診
査
な
ど
は
、自

分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
他
に
も
、医
療
費
の
請
求

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
レ
セ
プ
ト

点
検
事
業
や
、医
療
費
通
知
の
発

送
な
ど
に
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
国
民
健
康
保
険
を
健
全
に

運
営
し
て
い
く
た
め
、平
成
22
年
度

に
三
重
県
か
ら
１
億
４
、４
０
０
万

円
を
借
入
れ
ま
し
た
。借
入
金
の
返

還
は
、平
成
24
年
度
か
ら
開
始
し
て

い
ま
す
。一
人
当
た
り
の
医
療
費

増
加
な
ど
、厳
し
い
財
政
運
営
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、歳
出
削
減
に

今
後
も
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

健
康
診
査
な
ど
の
保
健
事
業

市
債（
借
入
金
）の
残
高

収納率と一人当たり保険税（現年度分）調定額の推移

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

調定額 80,688 円 80,404 円 82,351 円 80,942 円 80,003 円

収納率 91.77％ 94.04％ 93.16％ 94.06％ 93.96％

国保財政調整基金残高の推移

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

残  高 159,464 千円 141,539 千円 113,746 千円 177,860 千円 140,786 千円

過去５年間の国保医療費総額の推移（入院・外来・歯科・調剤合計）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

一般 2,032 百万円 2,003 百万円 2,081 百万円 2,005 百万円 2,130 百万円

退職 196 百万円 207 百万円 187 百万円 171 百万円 111 百万円

国保被保険者数 6,355 人 6,117 人 5,923 人 5,747 人 5,544 人

三重県下14市の一人当たり医療費の状況
順位 市町 費用

1 尾 鷲 市 408,325 円
2 い な べ 市 398,078 円
3 伊 賀 市 390,315 円
4 熊 野 市 379,328 円
5 津 市 374,927 円
6 名 張 市 371,789 円
7 松 阪 市 359,563 円
8 亀 山 市 357,776 円
9 桑 名 市 356,346 円
10 四 日 市 市 349,537 円
11 鳥 羽 市 349,196 円
12 伊 勢 市 347,524 円
13 鈴 鹿 市 342,439 円
14 志 摩 市 333,658 円

県内市町平均 365,629 円
参考 紀 北 町 443,524 円



❽

◆
募
集
職
種

①
一
般
事
務
補
助
員

（
北
輪
内
セ
ン
タ
ー
職
員
）１

人

②
一
般
事
務
補
助
員

（
市
役
所・教
育
委
員
会
他
）24

人

③
一
般
事
務
補
助
員

（
早
田・
三
木
浦
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
職
員
）２

人

④
一
般
事
務
補
助
員

（
障
が
い
者
雇
用
）　　
　
６
人

⑤
業
務
補
助
員

（
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
員・

ふ
れ
あ
い
収
集
作
業
員
）３

人

⑥
業
務
補
助
員

（
清
掃
工
場
作
業
員
）　　
１
人

⑦
業
務
補
助
員

（
鳥
獣
害
パ
ト
ロ
ー
ル
員
）２

人

◆
採
用
期
間

平
成
29
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日

（
最
大
６
カ
月
の
更
新
有
り
）

◆
賃
金

日
額　
６
、９
３
０
円
～

※
北
輪
内
セ
ン
タ
ー
職
員
の
み

月
額　
１
４
６
、７
０
０
円

◆
試
験
日
時

３
月
11
日
㈯　
午
前
９
時
～

◆
試
験
場
所

尾
鷲
市
役
所

◆
試
験
内
容

作
文
試
験
、面
接
試
験
、簡
易
な

パ
ソ
コ
ン
操
作
試
験（
業
務
補
助

員
は
面
接
試
験
の
み
）

◆
必
要
な
も
の

履
歴
書
１
通
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

紹
介
状
、そ
の
他
受
験
資
格
を
証

明
で
き
る
物（
免
許
証
、資
格
証
、

修
了
証
書
等
）

◆
募
集
期
限

３
月
８
日
㈬　
午
後
５
時

注
意　

受
験
資
格・
賃
金
に
つ
い
て

は
、職
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
先・お
問
い
合
わ
せ

総
務
課　
☎
�
８
１
１
２

尾
鷲
市・尾
鷲
市
教
育
委
員
会

臨
時
的
任
用
職
員
募
集

 

三
重
県
で
は
、成
績
、人
物
と
も
に

優
秀
な
人
に
奨
学
金
を
給
付
し
、21

世
紀
を
担
う
国
際
感
覚
と
視
野
に
富

ん
だ
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

◆
給
付
区
分
と
人
数
、給
付
額

　
給
付
額
は
、在
籍
す
る
大
学
の

授
業
料
相
当
額
で
す
。た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
つ
き
、年
間

支
給
額
の
上
限
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

①
私
費
海
外
留
学
生

５
人
以
内

年
間
１
２
０
万
円
上
限

※
学
校
間
協
定
は
、年
間
84
万

円
が
上
限
で
す
。

②
外
国
人
留
学
生

５
人
以
内

年
間
60
万
円
上
限

③
医
療
看
護
系
外
国
人
学
生

３
人
以
内

年
間
60
万
円
上
限

◆
応
募
条
件

　

①
、③
は
、平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
１
年
以
上
継
続
し
て
三

重
県
に
住
所
を
有
す
る
人

　
②
は
、県
内
に
住
居
地
の
届
出

を
し
て
い
る
人

◆
募
集
期
間

３
月
６
日
㈪
～
４
月
21
日
㈮

※
最
終
日
は
午
後
５
時（
必
着
）

◆
申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
の

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
三
重
県
国
際

交
流
財
団

〒
５
１
４
‐
０
０
０
９

津
市
羽
所
町
７
０
０
番
地
ア

ス
ト
津
３
階

☎
０
５
９・２
２
３・５
０
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

ief.or.jp

注
意　

４
月
１
日
以
降
は
、左
記
の
と

こ
ろ
ま
で
申
し
込
み
、ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
環
境
生
活
部
多
文
化

共
生
課　

☎
０
５
９・２
２
２・５
９
７
４

平
成
29
年
度

三
重
県
私
費
留
学
生
及
び
医
療
看
護
系

外
国
人
学
生
奨
学
金
受
給
者
募
集



　
早
春
の
ひ
と
と
き
、川
端
先
生
の

解
説
で
万
葉
集
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

◆
日
時

３
月
18
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
講
師

川
端 

守
さ
ん

◆
対
象

高
校
生
以
上　
30
人

◆
受
付

３
月
１
日
㈬
～

　
直
接
、ま
た
は
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

❾

図
書
館
文
学
講
座

万
葉
集
の
魅
力

参
加
者
募
集

合
同
作
品
展

図
書
館
の
特
別
企
画
申
込・お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

　

市
立
図
書
館
の
サ
ー
ク
ル「
尾

鷲
手
づ
く
り
絵
本
の
会
」、講
座

「
子
ど
も
読
書
会
」、特
別
企
画「
赤

ち
ゃ
ん
絵
本
講
座
」の
平
成
28
年

度
会
員
や
参
加
者
に
よ
る
合
同
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
手
づ
く
り
の
作
品

を
ど
う
ぞ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

３
月
21
㈫
～
27
㈪

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
指
導

東 

勝
美
さ
ん

◆
出
品

尾
鷲
手
づ
く
り
絵
本
の
会
作
品

約
20
点

子
ど
も
読
書
会
、読
書
記
録
絵
本

約
15
点

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
講
座
作
品

約
10
点

平
成
29
年
度

尾
鷲
高
校
定
時
制
科
目
履
修
生
募
集

　

当
地
域
の
生
涯
学
習
及
び
学
び

な
お
し
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め

に
、尾
鷲
高
校
定
時
制
の
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

　
科
目
履
修
生
と
は
、定
時
制
が
開

講
し
て
い
る
科
目
を
生
徒
と
一
緒

に
学
ぶ
外
部
か
ら
の
受
講
生
の
こ

と
で
す
。

※
手
続
き
を
し
て
、ル
ー
ル
を
守

れ
ば
、ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
定
員

体
育（
２
単
位
）　
５
人

※
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
５
分
～
８
時
40
分

◆
受
講
料

年
間　
　
　
　
３
、４
０
８
円

傷
害
保
険
等　
１
、５
０
０
円

◆
募
集
期
間

４
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

午
後
２
時
～
７
時

※
土・日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　
左
記
の
と
こ
ろ
へ
、直
接
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。先
着

順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
と
な
り
ま
す
。

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
尾
鷲
高
等
学
校
定
時
制

☎
�
８
５
０
４



❿

自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

～
み
ん
な
の
力
で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
～

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

自
殺
予
防
・
自
死
遺
族
電
話
相
談

毎
週
月
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

☎
０
５
９・２
５
３・７
８
２
３

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９・２
２
３・５
２
４
３

℻
０
５
９・２
２
３・５
２
４
２ホームページ

　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、身

近
な
人
が
疲
れ
て
い
る
、元
気
が
な
い
な

ど「
い
つ
も
と
違
う
」こ
と
に
気
づ
い
た
ら

声
を
か
け
、早
め
に
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ

ま
し
ょ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
地
域
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

 

　
３
月
１
日
～
31
日
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

強
化
月
間
中
は
街
頭
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係

　
☎
�
３
８
７
１

　

周
囲
の
人
の
支
え
が
、う
つ
予

防・自
殺
予
防
の
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
を

心
が
け
る
こ
と
で
、か
け
が
え
の

な
い
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
気
付
き

　
身
近
な
人
に
い
つ
も
と
違
う

よ
う
な
様
子
や
変
化（
サ
イ
ン
）

が
あ
る
場
合
は
、そ
れ
に
気
付

い
て
、「
ど
う
し
た
の
」「
眠
れ
て

い
る
」等
と
声
を
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
声
を
か
け
る
こ
と
で
、「
あ
な

た
は
決
し
て
ひ
と
り
で
は
な

い
」と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
え
ま
す
。

②
話
を
聴
く（
傾
聴
）

　

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
時

は
、し
っ
か
り
と
相
手
の
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
気
持
ち
を
肯
定
的
に
受

け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
つ
な
ぐ

　

医
療
機
関
や
専
門
機
関
の

存
在
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
で
悩
ん
で
い
る
よ
り

も
専
門
家
の
力
を
借
り
る
こ

と
で
、解
決
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

④
見
守
る

　

心
の
悩
み
は
す
ぐ
に
解
決

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
き
る
だ
け
自
然
な
対
応

を
心
が
け
、あ
せ
ら
ず
温
か
く

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、10
代
～
40
代
の

若
い
世
代
の
自
殺
は
減
っ
て
い
な
い
現
状
も
あ
り
、自
殺
予
防
の
取
り

組
み
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

尾
鷲
地
域
は
、三
重
県
下
で
最
も
自
殺
死
亡
率
が
高
く
、自
殺
対
策

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、尾
鷲
市
は
自
殺
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す「
う
つ
」の
傾
向
が
高
く
、市
で
は「
う
つ
予
防
」を
中
心

と
す
る
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、早
期
発
見
、早
期
治
療

に
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
み
ん
な
の
気
付
き
と
支
え
が「
う
つ
」と「
自
殺
」を
予
防
し
ま
す

相談機関

こころの相談
市福祉保健課 ☎�３８７１ 平日  午前８時 30 分

～午後５時 15 分

尾鷲保健所 ☎�３４２８ 平日  午前８時 30 分
～午後５時 15 分

こころの悩みの傾聴 こころの傾聴
テレフォン

☎０５９・２２３・５２３７
☎０５９・２２３・５２３8

平日  午前 10 時
～午後４時

◆
日
時

３
月
１
日
㈬ 

午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

◆
場
所

主
婦
の
店
せ
ぎ
や
ま
店
、主
婦

の
店
サ
ン
バ
ー
ス
ト
店
、プ

ラ
イ
ス
カ
ッ
ト
尾
鷲
店

自
殺
予
防

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
殺
予
防
関
連
図
書

コ
ー
ナ
ー
の
設
置

三重県自殺対策
ロゴマーク

◆
期
間

３
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

（
図
書
館
時
間
内
）

◆
場
所

中
央
公
民
館



⓫

献
血
の
お
願
い

◆
対
象

①
年
齢
18
～
69
歳

※
男
性
は
17
歳
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

②
体
重
50
㎏
以
上
の
人

◆
実
施
場
所・日
時

イ
オ
ン
尾
鷲
店

３
月
14
日
㈫

午
前
10
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
４
時

尾
鷲
警
察
署

３
月
21
日
㈫

午
前
10
時
～
11
時
30
分

尾
鷲
総
合
病
院

３
月
21
日
㈫

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

注
意
点

※
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
、特
定

の
海
外
渡
航
歴
の
あ
る
人
は
献

血
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係

　
☎
�
３
８
７
１

三木里タラソ（自主会） 三木里海岸タラソセラピー

みんなで楽しく作ろう！広げよう！ココロとカラダの健康づくりの輪

毎週月・木曜日（祝日を除く）午後１時 30 分～ ３時頃
に実施します。

◆集合場所　三木里コミュニティーセンター
◆持ち物　お茶、杖、健康ＨＡＰＰＹポイント手帳
※声をかけあって、自主的にタラソセラピーに取り

組みましょう。
※３月６日㈪、23日㈭は市保健師も参加します。

申込・お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871

～ポイントを貯めて、楽しく健康づくり～
健康ＨＡＰＰＹポイント手帳を発行します

　市民の皆さんの健康を応援するため、市指定の健康づくり事
業（イベント）に参加するとポイントが貯まる、健康ＨＡＰＰＹ
ポイント手帳を発行します。
◆対　象　市民の皆さん
◆参加料　無料
①市が指定する下記の健康づくり事業（イベント）に参加し、

ポイントを貯める。
②1冊目75ポイントが貯まったら、景品と交換する。

市が指定する健康づくり事業（イベント）
Koko（心）kara（体）健康ウォーキングデー、健康づくり教室、巡回健康相談、健康ＨａｐｐｙＤａｙ、ツーデー
ウォーク、てくてくウォーク（１コース終了ごと）、チャレンジ教室（特定保健指導）、健康体操、元気アップ未来教
室、三木里タラソ（自主会）、スクエアステップ、尾鷲シルバー元気塾、各コミュニティーセンターで実施している
運動・食に関する講座、中央公民館で実施している運動・食に関する講座

お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871
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今月のフォトグラフ

大弓の儀

ヤーヤ練り

今号は尾鷲神社祭礼の様子をご紹介します。

道中手踊り 長刀振り



⓭

　満１歳のお子さまの写真を随時募集しています！（誕生月と掲載月が異なる場合も
掲載できます）写真にお子さまの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメ
ントを添えて秘書広報係まで申し込んでください。

はじめまして満１歳です

２/ １㈬ 定住移住施策を推進するため、中尾拓哉地域
おこし協力隊員に委嘱状が交付されました。市の地域お
こし協力隊員は９人になりました。

大
おおかわ

川 琴
こ と は

葉ちゃん
（泉町、父・茂輝 母・早希）

ことはちゃん
１歳おめでとう♡
これからもたくさんの
笑顔をみんなに見せて
いってね♡

竹
たけむら

村 航
こう

くん
（宮ノ上町、父・将旭 母・麻耶）

１歳おめでとう♡
可愛い笑顔をいつも
ありがとう。

１/27㈮ 賀田、三木里、三木の小学校の児童たちが賀田
小学校に集まり、ゲームや合唱、縄跳びなどを行って、仲
良く交流を楽しんでいました。

榎
えのもと

本 壮
そ う ま

真くん
（林町、父・和真 母・麻里子）

いつも元気いっぱい
そーちゃん★
たくましい男の子に
育ってね

五
ご み

味 一
いっしん

秦くん
（野地町、父・英二 母・麻里奈）

１才おめでとう！
これからもたくさん
あそんで、笑顔いっぱい
で大きくなってね♡



　
一
カ
月
後
に
は
、平
成
29
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
幼
稚
園・小
中
学
校
に
入
園・入

学
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、夢
や
希

望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。ま
た
、保
護
者
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、新
し
い
世
界

へ
第
一
歩
を
踏
み
出
す
お
子
さ
ん

の
成
長
を
喜
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
入
学
さ
せ
る
保
護
者
の

方
に
は
不
安
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、小
学
校
入
学
に
備
え

て
、各
家
庭
で
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
わ
が
子
は
環
境
の
変
化
に
つ
い

て
い
け
る
か
、友
だ
ち
と
仲
良
く

や
っ
て
い
け
る
か
な
ど
、不
安
に

思
わ
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。し
か
し
、心
配
し
す
ぎ
は

か
え
っ
て
子
ど
も
を
不
安
に
し
ま

す
。保
護
者
の
皆
さ
ん
が
ゆ
っ
た

り
と
構
え
、子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
小
学
校
生
活
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
学
校
で
楽
し
く
学
び
、生
活
す

る
た
め
に
、大
切
な
の
は
健
康
な

体
で
す
。

●
早
寝
、早
起
き
の
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

●
朝
食
を
必
ず
と
り
、排
便
を
す

ま
せ
て
か
ら
登
校
す
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
、う
が
い
、歯
磨
き
や

鼻
を
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
一
年
生
」に

な
っ
た
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、何

事
に
も
意
欲
的
に
が
ん
ば
ろ
う
と

し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、多
少
時
間

が
か
か
っ
て
も
、自
分
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
す
る
よ
う
に
、あ

せ
ら
ず
に
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

●
身
の
回
り
の
整
理
や
後
片
づ
け

が
で
き
る
。

●
衣
服
の
着
脱
が
で
き
る
。

●
用
便
を
自
分
で
し
、後
始
末
が

で
き
る
。　
　
　
　
　
　

　

環
境
が
変
わ
る
と
、い
ろ
い
ろ

な
場
面
で「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」に

直
面
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、わ
か
ら
な
い
こ
と
に

直
面
し
た
と
き
に
、「
わ
か
ら
な
い
」

と
言
え
る
こ
と
で
す
。そ
う
す
る
こ

と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力

も
伸
び
、ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
き

ま
す
。問
題
に
直
面
し
た
と
き
に
、

先
回
り
し
た
く
な
る
気
持
ち
を
少

し
抑
え
、子
ど
も
と
じ
っ
く
り
話
を

し
な
が
ら
解
決
で
き
る
よ
う
に
接

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
友
だ
ち
と
遊
ぶ
中
で
、子
ど
も

は
成
長
す
る
」と
い
い
ま
す
。そ
れ

は
、遊
び
の
中
で
、協
力・我
慢・待

つ
こ
と
等
を
覚
え
、さ
ら
に
は
自

分
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

　
登
下
校
の
道
順
を
入
学
前
に
一

緒
に
歩
い
て
覚
え
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。そ
の
際
、交
通
安
全
の
基
本
や

気
を
つ
け
た
い
箇
所
な
ど
を
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
２

⓮

　
ブ
リ
は
尾
鷲
市
の
魚
で
、定
置

網
、一
本
釣
り
等
で
漁
獲
さ
れ
ま

す
。成
長
と
と
も
に
呼
び
名
が
変

わ
る
出
世
魚
と
し
て
も
有
名
で

す
。稚
魚
の
こ
ろ
は
流
れ
藻
に
つ

い
て
い
る
の
で
モ
ジ
ャ
コ
、１
歳
、

１
㎏
前
後
を
ツ
バ
ス
、２
歳
、３
㎏

以
上
を
ワ
ラ
サ
、３
歳
、６
㎏
以
上

を
ブ
リ
と
呼
び
ま
す
。関
西
で
は

１
歳
魚
を
ハ
マ
チ
と
呼
び
、香
川

県
に
お
い
て
世
界
初
の
ハ
マ
チ
養

殖
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、２
～

４
㎏
サ
イ
ズ
の
養
殖
物
は
ハ
マ
チ

と
呼
ば
れ
ま
す
。か
つ
て
は
尾
鷲

市
で
も
ハ
マ
チ
養
殖
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、そ
の
た
め
の
モ
ジ
ャ
コ
を

捕
る
漁
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平

成
に
か
け
て
養
殖
す
る
魚
が
ハ
マ

チ
か
ら
マ
ダ
イ
へ
移
行
し
、ハ
マ

チ
の
養
殖
は
激
減
し
ま
し
た
。近

年
で
は
市
内
の
企
業
が
新
た
に
ブ

リ
養
殖
を
始
め
て
生
産
量
は
右
肩

上
が
り
、現
在
尾
鷲
市
は
三
重
県

一
の
養
殖
ブ
リ
の
産
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ブ
リ
の
分
布
域
は
日
本
周
辺
、

朝
鮮
半
島
東
岸
で
あ
り
、漁
獲
の

ほ
と
ん
ど
が
日
本
で
す
。近
年
海

水
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
分
布
域

が
北
へ
広
が
り
、秋
に
は
北
海
道

の
サ
ケ
定
置
で
ブ
リ
が
捕
れ
て

い
ま
す
。分
布
域
の
拡
大
に
よ
っ

て
資
源
が
増
え
、全
国
的
に
漁
獲

量
が
増
加
、尾
鷲
市
の
ブ
リ
定
置

網
に
お
い
て
も
豊
漁
が
続
い
て
い

ま
す
。近
年
は
３
、４
月
が
盛
漁
期

で
、定
置
網
の
あ
る
沿
岸
が
ブ
リ

の
好
む
15
～
17
℃
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、沖
か
ら
ブ
リ
が
嫌
が
る
黒

潮
由
来
の
高
水
温
が
寄
せ
て
来
る

と
、ブ
リ
が
定
置
網
に
入
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
尾
鷲
市
に
お
け
る
ブ
リ
定
置
網

の
歴
史
は
古
く
、明
治
32
年
九
木

浦
に
て
大
敷
網
が
操
業
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
で
、現
在
九
木
浦
、早

田
、梶
賀
の
３
地
区
で
ブ
リ
定
置

網
の
操
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ブ　

リ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

入
学
に
備
え
て

心
配
し
す
ぎ
な
い
で

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
で

健
康
な
体
づ
く
り
を

自
分
で
で
き
る
こ
と
は

子
ど
も
が
話
を
で
き
る

場
面
を

友
だ
ち
と
遊
べ
る
子
に

通
学
路
の
確
認
を



⓯

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人

を
悩
ま
せ
る
花
粉
症
。そ
の
数
は

国
内
人
口
の
約
20
％
と
い
わ
れ
、

国
民
病
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
花
粉
飛
散
数
は
前
年
夏
の
気
象

の
影
響
を
受
け
る
の
で
、前
年
の

夏
が「
気
温
が
高
く
」「
日
照
時
間

が
多
く
」「
降
水
量
が
少
な
い
」と
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
芽
が
多
く
形

成
さ
れ
て
、翌
年
春
の
花
粉
飛
散

数
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
夏
の
東
海
地
方
は
、気
温

が
高
く
、日
照
時
間
も
多
か
っ
た

た
め
、前
年
と
比
べ
て
花
粉
飛
散

数
は
非
常
に
多
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
体
内
に
入
っ
た
花
粉
を
異
物

の
侵
入
と
認
識
し
た
体
の
免
疫

細
胞
が
、体
を
守
ろ
う
と
過
剰

に
反
応
し
て
起
こ
り
ま
す
。花

粉
を
追
い
出
そ
う
と
く
し
ゃ
み

で
吹
き
飛
ば
し
た
り
、鼻
水
や

涙
で
洗
い
流
し
た
り
し
よ
う
と

し
ま
す
。鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
や
目

の
か
ゆ
み
な
ど
の
つ
ら
い
症
状

に
よ
り
、集
中
力
の
低
下
、仕

事
・
家
事
・
勉
強
に
支
障
が
出
る

な
ど
日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

①
外
出
時
は
完
全
防
備
を
！

　

外
出
時
は
、メ
ガ
ネ
、マ
ス

ク
、帽
子
な
ど
を
装
着
し
て
く

だ
さ
い
。

②
帰
宅
後
は
花
粉
を
家
に
持
ち
こ

ま
な
い

　

家
に
入
る
前
に
は
花
粉
を

払
い
落
と
し
、う
が
い
や
洗

顔
、は
な
を
か
む
こ
と
を
こ
ま

め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
洗
濯
物
は
室
内
干
し
に
し
、布

団
は
布
団
乾
燥
機
を
活
用
す
る

④
飛
散
量
の
多
い
時
は
、戸
や
窓

を
開
け
な
い
よ
う
に
す
る

⑤
規
則
正
し
い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
、

十
分
な
睡
眠
を
と
る

　
ご
自
分
の
対
策
と
比
べ
て
い
か

が
で
し
た
か
？

　
花
粉
症
の
人
は
、普
段
実
行
し

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
は
思

い
ま
す
が
、い
ま
一
度
対
策
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、ス
ギ

花
粉
の
ピ
ー
ク
時
は
ち
ょ
う
ど

年
度
末
の
忙
し
い
時
期
で
す
。忙

し
さ
の
あ
ま
り
、睡
眠
不
足
だ
っ

た
り
、偏
っ
た
食
事
に
な
っ
た
り

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、そ
う

い
っ
た
不
規
則
な
生
活
と
ス
ト
レ

ス
が
花
粉
症
状
を
よ
り
重
く
し
て

し
ま
い
ま
す
。体
調
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

　

鼻
の
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は

耳
鼻
咽
喉
科
を
、目
の
症
状
が
ひ

ど
い
場
合
は
眼
科
を
、そ
の
他
、

内
科
、ア
レ
ル
ギ
ー
科
、子
ど
も

は
小
児
科
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

治
療
法
は
経
口
薬
、点
鼻
薬
、点

眼
薬
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、こ
れ

ら
の
薬
を
上
手
に
使
え
ば
、症
状

を
軽
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。花
粉
が
飛
び
始
め
る
前
、も

し
く
は
症
状
が
軽
い
う
ち
か
ら

治
療
を
開
始
で
き
る
と
効
果
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、薬

だ
け
に
頼
ら
ず
、自
分
で
行
う
花

粉
ブ
ロ
ッ
ク
対
策
と
併
用
し
な

が
ら
、つ
ら
い
花
粉
の
季
節
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

花
粉
症
の
季
節
で
す

対
策
は
万
全
で
す
か

花
粉
症
と
は

花
粉
の
ブ
ロ
ッ
ク
対
策

花
粉
症
が
疑
わ
れ
た
ら

早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
今
号
で
は
、地
方
創
生
総
合
戦

略
及
び
食
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
に
基
づ
き
、産
業
振
興
の
主
要

施
策
と
し
て
、独
自
性
の
あ
る
地

域
の
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組

み
の
一
つ「
尾
鷲
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
で
は
、食
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め「
食
の
ま
ち
尾
鷲
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
確
立
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、視
覚
的
に
強
い
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、

市
内
は
も
と
よ
り
市
外
の
人
な
ど

に「
食
の
ま
ち
尾
鷲
」の
魅
力
を
情

報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、そ
し
て
中
京
圏
か
ら
南
紀
へ

高
速
道
路
を
利
用
し
て
来
訪
す
る

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、三
重
交
通
株
式
会
社
の
名
古

屋
と
南
紀
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
の
１

台
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
バ
ス
の
背
面
に
は
尾
鷲
市
自
慢

の
お
魚
た
ち
が
４
匹
泳
い
で
い

て
、名
前
を
当
て
る
ク
イ
ズ
形
式

に
な
っ
て
い
ま
す
。答
え
は
尾
鷲

ま
る
ご
と
観
光
物
産
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、答
え
合
わ
せ
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、尾
鷲
の
魚
が
買
え
る「
お

わ
せ
の
魚
屋
マ
ッ
プ
」や
、尾
鷲
の

魚
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る「
尾

鷲
よ
い
と
こ
定
食
の
店
」な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、気

に
な
っ
た
人
は
、ぜ
ひ
見
て
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

☎
�
８
２
２
３

尾鷲
ラッピングバス

が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー

尾鷲ラッピングバス後部



申込・お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ http://www.kumanokodocenter.com/

⓰

熊野古道センター

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「日曜わくわくも
のづくり体験」（午後１時～ ３時受付、メニュー週替わ
り）を開催しています。

※都合により変更する場合があります。
３月の予定

５日（鍋敷づくり）・12日（動物３Ｄパズル）・19日（ひ
のきのおもちゃ作り）・26日（紙飛行機つくり）

企画展　熊野古道写真学校作品展
　「第10回熊野古道写真学校～感動の熊野～」の参加者
による写真作品の展示会を開催します。熊野市木本町の
木本まつりや苔むした熊野古道本宮道、周辺の里山の風
景など、熊野にある美しい自然や文化を撮り収めた作品
を展示します。また、講師の清水重蔵さんや杉本恭子さん
の作品や今回の写真学校の様子なども紹介します。
◆期　間　３月４日㈯～４月９日㈰ 午前 9 時～午後 5 時
◆入場料　無料

特別展示室企画展　熊野古道油彩画教室作品展
　当センター主催の連続講座「熊野古道油彩画教室」の成
果発表として、参加者が制作した熊野古道の風景作品を
展示します。
◆期　間　～３月26日㈰　午前10時～午後５時
◆入場料　無料

東紀州の四季を味わう料理教室
これから本番！尾鷲の寒ブリ料理

　相可高校の村林先生による人気の料理教室です。今年
度最後の教室では天然ブリを丸ごと使用した、冬にぴっ
たりのレシピを学びます。
◆日　時　３月12日㈰　午前10時～午後１時
◆参加料　2,000円
◆定　員　24人（要申込、応募多数の場合抽選）
◆講　師　相可高校食物調理科 村林新吾教諭と調理ク

ラブの皆さん
◆受　付　３月５日㈰　午後5時まで

講演会　大和の御田
～吉野水分神社の御田植神事記録映像の視聴を通して～
　吉野歴史資料館長の池田淳さんをお迎えして、吉野水
分神社で毎年３月に行われる御田植神事を映像と共に紹
介し、大和の御田について講演します。
◆日　時　３月５日㈰　午後１時30分～３時
◆入場料　無料
◆定　員　80人（要申込・先着順）
◆講　師　池田淳さん（吉野町教育委員会事務局主幹兼

吉野歴史資料館長）
◆受　付　～３月４日㈯

伝統体験教室　カツオ生節づくり体験
　尾鷲で明治より創業の老舗の海産物店、大瀬勇商店にて
カツオの生節の製造工程を体験し、尾鷲の伝統的食文化に
触れていただく機会とします。
◆日　時　４月２日㈰　午後１時～４時
◆定　員　20人（要申込、応募多数の場合抽選）
◆参加料　1,200円（原材料費を含む）

※できあがった生節は持ち帰ることができます。
◆講　師　大瀬勇人さん（大瀬勇商店社長）
◆場　所　大瀬勇商店工場（栄町）
◆受　付　３月２日㈭ ～26 日㈰ 午後 5 時まで

体験学習　おひなさまの折り紙体験
　熊野古道センターでは、全館でおひなさまを展示して
おります。展示期間中の土曜日には「おひなさまの折り紙
体験」を開催します。
◆期　間　３月４日㈯　午後１時～３時
◆参加料　無料
◆定　員　30人（申込不要・先着順）
◆講　師　折り紙サークルの皆さん

連続講座　古文書からひも解く地域の暮らし
　歴史資料保存の大切さと地域の歴史・文化についての
関心を深めるため、古文書の基礎的な知識の習得を目指
す講座を開催します。
※年間12回の受講が可能な人が対象です。
◆日　時　第１回目４月 22 日㈯以降、第４土曜日

午後１時～午後３時
◆参加費　1,000 円 / 年間（資料代を含む）
◆定　員　20 人 ( 要申込・先着順）
◆講　師   尾鷲古文書の会会員
◆受　付　３月 22 日㈬～４月９日㈰

◆
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、今
年
度

に
お
い
て
満
40
歳
に
な
る
人

（
昭
和
51
年
４
月
１
日
～
昭
和

52
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、今
年
度

に
お
い
て
満
41
歳
以
上
に
な

る
人
で
あ
っ
て
過
去
に
市
が

実
施
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、検

診
を
希
望
す
る
人

◆
申
込
方
法

対
象
者
①
の
人

　

市
内
医
療
機
関
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
案
内
書
に
同
封
し
て
い
る
医

療
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

対
象
者
②
の
人

　

左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

～
３
月
31
日
㈮

◆
検
診
内
容

血
液
検
査

（
Ｂ
型・Ｃ
型
ウ
ィ
ル
ス
検
査
）

◆
検
診
料

無
料

申
込・お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係　
☎
�
３
８
７
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診



⓱

こころの悩みや不調を抱えていませんか。
保健師による「 こころの健康相談」を行っていますので、
お気軽に下記のところまでお問い合わせください。

こころの健康相談

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

【相談内容】
こころの健康についての相談

【日時・場所】
ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

当番薬局

休日診療は尾鷲総合病院をご利用
ください。

休日の急病はこちら

月　日 薬　局　名　
３/ ５ くろだ薬局

３/12 くろだ薬局

３/19 くろだ薬局

３/20 くろだ薬局

３/26 くろだ薬局
午前９時～午後５時

コース 日時 集合場所・受付時間

光ヶ丘コース　約 6.0㎞
みんなで桜を楽しみに出かけましょう

３月 26 日㈰
午前９時 30 分～午後２時 30 分

集合場所　福祉保健センター
受付時間　午前９時 30 分～９時 45 分

【持ち物】お茶、お弁当、敷物、タオル、健康HAPPYポイント手帳
※必ず、事前に下記のところまで電話か直接申し込んでください。
※申込受付は３月１日㈬からです。（平日の午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※参加費無料　※雨天の場合は中止します。

K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩

の
旅
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら

れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」
マ
ッ

プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

申込・お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871

配
布
先　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

完
歩
達
成
者
（
※
順
不
同　

敬
称
略
）

九
州
温
泉
巡
り
Ｏ
Ｐ
10　

大
西
正
隆
、谷
口
須
美
子

山
陰
地
方
Ｏ
Ｐ
９　

川
上
博
康

尾
瀬
Ｏ
Ｐ
７　

西
村
美
保

箱
根
Ｏ
Ｐ
６　

梶
田
美
織
、阿
部
実
身

箱
根
Ｏ
Ｐ
５　

梶
田
卓
斌
、田
村
勝

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
４　

田
村 

勝

奥
の
細
道
Ｏ
ｐ
３　

高
芝
治
子
、大
倉
幸
子
、中
川
哲
雄

東
北
名
所
Ｏ
Ｐ
２　

中
川
啓
子
、原 

み
さ
こ

⑱
美
ら
国 

沖
縄
編　

山
下
み
さ
子

⑰
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２　

山
根
温
子
、桑
原
保

⑫
東
北
～
盛
岡
～
秋
田
編　

川
上
教
子

⑩
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編　

大
川
善
士
、川
上
尚
美

⑨
九
州
熊
本
～
門
司
編　

中
村
久
美
子

⑧
伊
予
・
讃
岐
の
国　

川
上
忠
子
、
小
川
く
に
よ

⑦
土
佐
の
国
編　

三
鬼
征
子

⑥
阿
波
の
国
編　

岡 

民
子
、内
山
美
智
子

⑤
周
防
灘
編　

湯
浅
久
美
子

     

お
問
い
合
わ
せ　

　
　

健
康
長
寿
推
進
係　

☎
�
３
８
７
１



◎
人
権
相
談

17
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

濵
口
精
幸　
人
権
擁
護
委
員

徳
永 

治  　
人
権
擁
護
委
員

◎
司
法
書
士
相
談

21
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

黒 

久
恭  　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

22
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
午
後
６
時

原 

健
治 　
弁
護
士

◎
行
政
相
談

22
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

小
倉
正
義  

行
政
相
談
委
員

申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

14
日
㈫午

前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課  

☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

15
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室  

☎
�
８
１
３
４

　
尾
鷲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
地
域

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）で
は
、

平
成
29
年
度
会
員
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
会
員
加
入
の
ス
ポ
ー
ツ

保
険
は
、一
人
の
会
員
の
複
数
種

目・複
数
団
体
に
対
応
で
き
ま
す
。

　
個
人
で
の
加
入
、ま
た
は
団
体

で
の
加
入
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、加
入
を
希
望
す
る
場
合
は
年

会
費
、印
鑑
を
持
っ
て
、体
育
文
化

会
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
込

３
月
６
日
㈪
～

※
４
月
以
降
で
も
、申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
年
会
費（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

料
及
び
振
込
手
数
料
の
み
）

①
高
校
生
以
上
、64
歳
ま
で

２
、１
０
０
円

②
65
歳
以
上   

１
、５
０
０
円

③
中
学
生
以
下
１
、０
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ

体
育
文
化
会
館
☎
�
８
２
９
９

　
教
育
委
員
会
で
は
、テ
ニ
ス
を

通
し
た
健
康
と
体
力
の
増
進・
維

持
管
理
と
地
域
の
親
睦
を
目
的

に
、テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、参

加
料
を
持
っ
て
、体
育
文
化
会
館

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

４
月
４
日
㈫
～
12
月
上
旬

毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
～
９
時 

 
※
雨
天
の
場
合
は
、木
曜
日
を

予
備
日
と
し
ま
す
。

◆
場
所

市
立
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
参
加
料

２
、０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
）

◆
申
込

３
月
６
日
㈪
～

※
４
月
以
降
で
も
、申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
、体
育
文
化
会

館
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
注
意

①
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

②
運
動
靴
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。（
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

が
あ
れ
ば
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。）

③
教
室
に
必
要
な
用
具
は
主

催
者
で
用
意
し
ま
す
。

④
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る

人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
教
室
で
生
じ
た
傷
害
に
つ
い

て
は
、応
急
処
置
を
し
ま
す

が
、以
後
は
個
人
の
責
任
と

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

体
育
文
化
会
館
☎
�
８
２
９
９

　
３
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
今
年
の
全
国
統
一
防
火
標
語
は

「
消
し
ま
し
ょ
う 

そ
の
日
そ
の
時 

そ
の
場
所
で
」で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、空
気
が
乾
燥
し
、火

災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
す
。火
の
元
に
十
分
に
注
意
し

て
、火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、す
べ
て
の
住
宅
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。火
災
か
ら
あ
な
た

や
家
族
の
大
切
な「
命
」を
守
る
た

め
、こ
の
機
会
に
再
度
自
宅
を
確

認
し
、設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、

す
み
や
か
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
紀
北
消
防
組
合
予
防
課

☎
�
２
０
５
１

有
料
広
告
欄

国民健康保険税10期、後期高齢者保険料９期の納期限は３月31日㈮です。
税務課　☎�８１７３

市
民
相
談

おわせよいとこヤーヤにゃん

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
５月号の締め切りは、３月 21 日㈫です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。
市長公室

☎�８１３２
掲載料

１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

⓲

尾
鷲
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

春
季
火
災
予
防
運
動



　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
青
少

年
の
体
力
増
強
と
技
術
の
向
上
を

図
り
、併
せ
て
そ
の
健
全
な
育
成

と
指
導
を
目
的
と
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
種
類

陸
上
、野
球
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

剣
道
、
柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、卓
球
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◆
申
込
受
付
日
時

３
月
11
㈯  

午
前
10
時
～
11
時

◆
申
込
場
所

市
体
育
文
化
会
館

◆
申
込
方
法
等

①
当
日
は
本
人
、ま
た
は
代
理

人（
保
護
者
）が
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
申
込
書
に
入
団
費
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
入
団
費
に
は
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
が
含
ま
れ
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
中
の
傷
害
を
は
じ

め
、一
切
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
対
象
範

囲
で
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

体
育
文
化
会
館
☎
�
８
２
９
９

◆
内
容

大
正
琴
、詩
吟
、筝
曲
、民
謡

◆
日
時

３
月
12
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

◆
場
所

尾
鷲
市
民
文
化
会
館

（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料

無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

◆
整
理
券
配
布
場
所

尾
鷲
市
民
文
化
会
館
、中
央
公
民

館
、三
木
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
、賀
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
、海
山
公
民
館
、東
長

島
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
民
文
化
会
館

☎
�
３
０
０
０

　
三
重
県
内
で
麻
し
ん
の
発
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。麻
し
ん
の
疑

い
が
あ
る
場
合
は
、早
め
に
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

麻
し
ん
は
予
防
接
種
が
有
効

で
す
の
で
、定
期
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
早
め
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
以
下
で
麻
し
ん
ま
た
は
Ｍ

Ｒ（
麻
し
ん・
風
し
ん
）の
予
防
接

種
を
２
回
受
け
て
い
な
い
人
は
、

市
の
助
成
を
利
用
し
て
無
料
で
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
高

校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

以
下
で
、Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん・
風
し

ん
）ま
た
は
麻
し
ん
の
定
期
予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
接
種
費
用

無
料

◆
接
種
期
間

３
月
31
日
㈮
ま
で

◆
申
請
方
法

　

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

福
祉
保
健
課（
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
）へ
直
接
申
請
し

て
、ワ
ク
チ
ン
接
種
券
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、母
子
健
康
手
帳

◆
接
種
医
療
機
関

市
内
及
び
紀
北
町
の
実
施
受

託
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請・お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

３月４日㈯開催
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課

出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

老人クラブ３月の講座 老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケたんぽぽ 6・21 日　午前 9 時 30 分～ 茶道 1・15 日　午後 0 時 30 分～

コーラス 8・22 日　午後１時 30 分～
カラオケさくら 13・27 日　午前 9 時 30 分～ 民謡 16 日　午前 10 時～

俳句 13 日　午後１時 30 分～ 生花 10・24 日　午前９時 30 分～

折り紙 14・28 日　午前９時 30 分～ 日舞 3・17 日　午前 10 時～

書道 1・15 日　午前９時 30 分～ 詩吟 3・17 日　午後１時 30 分～

⓳

し尿くみ取り日程

お問い合わせ　クリンクルセンター 　 ☎�０６０５

「三木浦こいやぁ」は３月 18 日㈯開催予定です。

平
成
29
年
度
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
募
集

せ
ぎ
や
ま
倶
楽
部

邦
楽
発
表
会

春
が
き
た

須賀利　３月 14 日㈫～16 日㈭
早　田　３月 17 日㈮午前中～21 日㈫
九　鬼　３月 22 日㈬～24 日㈮  
三木浦　３月 28 日㈫～30 日㈭
曽　根　３月 31 日㈮ 

麻
し
ん（
は
し
か
）に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

三木里　４月  ３日 ㈪～  ６日㈭
梶　賀　４月  ７日 ㈮
古　江　４月 11 日㈫～14 日㈮  
賀　田　４月 18 日㈫～21 日㈮



　

先
日
、七
年
ぶ
り
に
県
内
に

い
る
同
級
生
に
会
え
ま
し

た
。ち
ょ
う
ど
、別
の
用
が

あ
り
、つ
い
で
に
立
ち
寄
り
ま
し

た
。お
盆
、正
月
く
ら
い
し
か
帰
省

し
な
い
の
に
、そ
の
ブ
ラ
ン
ク
を

感
じ
さ
せ
な
い
地
元
の
同
級
生
！

何
な
の
で
し
ょ
う
？
雰
囲
気
と
い

い
、時
間
と
い
い
、ス
テ
キ
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。あ
～
、ま
た

会
い
た
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
か
ら
の
友
達
っ
て
、

そ
の
こ
ろ
の
自
分
を
知
ら
れ
て
い

る
の
で
、思
い
出
話
に
な
る
と
恥

ず
か
し
く
な
り
ま
す
。社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
の
友
人
に
は
、日
々

助
け
て
も
ら
っ
た
り
と
お
世
話
を

か
け
っ
ぱ
な
し
の
私
で
す(

笑)

　

卒
入
学
を
控
え
て
い
る
み
な

さ
ん
、友
達
は
た
く
さ
ん
作
っ
て

く
だ
さ
い
！
き
っ
と
い
い
こ
と

あ
る
✌

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

３
日
㈮
～
４
日
㈯

上
弦
前
の
月・
シ
リ
ウ
ス・

散
開
星
団（
Ｍ
41
）

10
日
㈮
～
11
日
㈯

満
月
前
の
月・
シ
リ
ウ
ス・

リ
ゲ
ル

17
日
㈮
～
18
日
㈯

シ
リ
ウ
ス・べ
テ
ル
ギ
ウ
ス・

リ
ゲ
ル

24
日
㈮
～
25
日
㈯

シ
リ
ウ
ス・べ
テ
ル
ギ
ウ
ス・

か
に
座
散
開
星
団
Ｍ
44

31
日
㈮

ふ
た
ご
座
カ
ス
ト
ル
と
ポ

ル
ッ
ク
ス・
か
に
座
散
開
星

団
Ｍ
44

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
、太
陽

の
表
面
を
観
望
し
ま
す
。

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
81
㎝
大
望
遠
鏡
で
７
惑
星
を
観

望
し
た
人
に
記
念
証
を
贈
り

ま
す
。

※
毎
月
第
三
日
曜
日
は
、家
庭
の

日
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
３
月
２
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
３
月
８・15
・
22
日
㈬

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場

・
日
時　
３
月
11・25
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
紙
芝

居
ほ
か

３
月
の
休
館
日

６・13・19・20・27・31
日

２
０
１
７（
平
成
２
９
年
）

３
月
号

発
行

日
　

平
成

２
９

年
３

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

市
長

公
室

秘
書

広
報

係
〒

519-3696 三
重

県
尾

鷲
市

中
央

町
10

番
43

号
☎

0597-23-8132　
FAX0597-22-2111

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.ow
ase.lg.jp/ N

o.757
広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

人の動き（１月 末 現 在 ）
　人　口 18,705 人　（前月比 －58 ）

  　（男 8,678 人　　女 10,027 人）
　世帯数 9,617 世帯  （前月比 －16 ）
　転　入    14人　 　  転　出  34 人
　出　生　  ４人　　   死　亡  42 人

その他  　０人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記

《
一
般
図
書
》

・
リ
ア
ル
プ
リ
ン
セ
ス　
　
　
寺て

ら
ち地
は
る
な 

ほ
か
著

　
６
人
の
人
気
女
流
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
、乙
姫
、

鉢
か
づ
き
姫
、眠
り
姫
と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
お

話
が
、現
代
の
女
性
に
置
き
換
え
て
語
ら
れ
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
せ
つ
な
い
も
の

も
あ
る
、と
て
も
リ
ア
ル
な
プ
リ
ン
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
椿
油
の
す
ご
い
力  　
　
　
佐さ

こ
う光
紀の

り
こ子　
著

　
本
書
に
は
、全
身
の
ス
キ
ン
ケ
ア
か
ら
、料
理
、も

の
の
お
手
入
れ
ま
で
暮
ら
し
の
中
で
役
立
つ
椿
油
の

さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
椿
油
は
、江
戸
時
代
か
ら
美
容
や
食
用
と
し
て
も

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。当
地
方
で
も「
お
わ
せ
つ
ば
き

の
会
」が
、「
三
木
埼
の
椿
油
」を
製
造
し
、尾
鷲
市
観

光
案
内
所
や
夢
古
道
お
わ
せ
等
で
販
売
中
で
す
。ぜ

ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
サ
ロ
メ　
　
　
　
　
　
　
　
原は

ら
だ田

マ
ハ　
著

・
雑
な
読
書　
　
　
　
　
　
　
古ふ

る
や谷
美み

ど

り
登
里　
著　

《
児
童
図
書
》

・
は
じ
め
て
の
な
ぜ
な
に
ふ
し
ぎ
え
ほ
ん　
て
づ
か
あ
け
み　
え　
ぶ
ん

　

海
の
水
は
ど
う
し
て
し
ょ
っ
ぱ
い
の
？
お
な
ら

は
ど
う
し
て
出
る
の
？
飛
行
機
は
ど
う
し
て
飛
べ

る
の
？
日
常
の
中
で
子
ど
も
が
出
会
う「
な
ぜ
？
な

に
？
」を
、イ
ラ
ス
ト
と
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
解
説

し
ま
す
。大
人
の
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。

そ
の
他

・
地
球
儀
で
探
検
！　
　
　
渡わ

た
な
べ辺
一か

ず
お夫　
著

・
び
ち
く
で
ご
は
ん　
　
　

粕か
す
や谷
亮り

ょ
う
み美　
文


